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果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
特
性
に
よ
る
　
　
　
ニ
ホ
ン
ナ
シ
晶
種
の
類
別
田
辺
賢
二
＊
・
田
村
文
男
＊
・
伴
野
　
潔
＊
　
　
栗
山
吉
弘
＊
＊
・
大
旗
英
次
＊
＊
＊
緒
言
　
一
般
に
，
果
実
の
成
熟
老
化
に
は
植
物
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ
チ
レ
ン
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
8
）
。
ニ
ホ
ン
ナ
シ
に
つ
い
て
も
同
様
で
，
果
実
の
早
晩
性
・
貯
蔵
性
に
は
エ
チ
レ
ン
が
深
く
関
与
し
て
い
る
（
3
）
。
　
高
等
植
物
に
お
け
る
エ
チ
レ
ン
生
成
経
路
は
，
メ
チ
オ
ニ
ン
を
基
質
と
し
て
，
S
一
ア
デ
ノ
シ
ル
メ
チ
オ
ニ
ン
，
1
一
ア
ミ
ノ
シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
ー
1
一
カ
ル
ボ
ン
酸
（
以
下
こ
れ
を
A
C
C
と
略
記
）
を
経
て
，
エ
チ
レ
ン
へ
変
換
さ
れ
る
経
路
で
あ
る
こ
と
が
Y
a
n
g
ら
（
1
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
経
路
に
お
い
て
，
　
A
C
C
か
ら
エ
チ
レ
ン
に
変
換
す
る
過
程
に
は
エ
チ
レ
ン
生
成
酵
素
（
以
下
こ
れ
を
E
F
E
と
略
記
）
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
④
。
（
第
1
図
）
　
本
研
究
室
で
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
の
最
終
段
階
で
あ
る
A
C
C
か
ら
エ
チ
レ
ン
へ
の
過
程
に
注
目
し
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
・
A
C
C
含
量
及
び
E
F
E
活
性
に
は
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
間
で
差
異
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
I
D
。
し
か
し
，
他
の
品
種
に
つ
い
て
は
こ
の
こ
と
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
　
多
く
の
品
種
に
つ
い
て
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
，
そ
れ
ら
の
果
実
に
お
け
る
早
晩
性
や
貯
蔵
性
の
解
明
に
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
類
縁
関
係
，
あ
る
い
は
新
品
種
育
成
な
ど
を
考
え
る
場
合
に
も
重
要
な
知
見
と
な
り
得
る
。
　
そ
こ
で
本
研
究
は
，
で
き
る
だ
け
多
く
の
品
種
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
差
異
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
各
品
種
を
，
果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
特
性
か
ら
類
別
・
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
。
材
料
及
び
方
法
　
本
学
日
本
梨
開
発
実
験
施
設
栽
培
園
の
‘
幸
水
’
‘
豊
水
’
，
同
施
設
品
種
保
存
園
の
‘
赤
穂
‘
天
の
川
’
，
岩
美
町
田
中
氏
園
の
愛
宕
’
，
及
び
鳥
取
県
果
樹
野
菜
試
験
場
晶
種
保
存
園
の
‘
水
秀
’
‘
八
雲
’
‘
雲
井
’
‘
八
幸
’
‘
長
十
郎
’
‘
舐
園
’
‘
幸
蔵
‘
青
龍
’
‘
越
後
錦
’
‘
新
高
’
‘
白
雪
’
‘
早
生
赤
’
‘
今
村
秋
’
‘
晩
三
吉
’
を
供
試
し
た
。
　
各
品
種
の
果
実
を
，
成
熟
期
の
約
1
ヶ
月
前
よ
り
定
期
的
に
採
取
し
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
果
肉
中
の
エ
チ
レ
　
・
鳥
取
大
学
農
学
部
生
物
生
産
学
園
芸
分
野
耕
兵
庫
県
豊
岡
農
業
改
農
普
及
所
・
＊
・
鳥
取
大
学
農
学
部
附
属
農
場
～
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第
1
図
　
エ
チ
レ
ン
生
合
成
経
路
と
メ
チ
オ
ニ
ン
救
済
回
路
（
Y
a
n
g
ら
，
1
9
8
4
）
ン
及
び
A
C
C
含
量
，
並
び
に
E
F
E
活
性
に
つ
い
て
，
以
下
の
方
法
に
従
い
測
定
し
た
。
　
1
）
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
測
定
（
ヘ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
法
）
（
1
0
）
　
採
取
し
た
果
実
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
密
閉
容
器
に
入
れ
，
2
1
℃
で
5
時
間
静
置
し
た
の
ち
，
容
器
中
の
ヘ
ッ
ド
ガ
ス
を
2
m
2
採
取
し
，
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
（
F
I
D
）
に
よ
り
測
定
し
た
。
　
2
）
エ
チ
レ
ン
含
量
の
測
定
（
減
圧
採
取
法
）
（
1
0
）
　
採
取
し
た
果
実
を
希
塩
酸
中
で
5
分
間
減
圧
し
て
，
組
織
内
の
ガ
ス
を
採
取
し
，
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
（
F
I
D
）
に
よ
り
測
定
し
た
。
　
3
）
E
F
E
活
性
の
測
定
　
果
実
赤
道
面
付
近
の
果
肉
1
g
を
カ
ミ
ソ
リ
を
用
い
て
切
り
取
り
分
割
し
た
も
の
を
，
A
C
C
　
l
　
M
m
溶
液
（
p
H
5
．
6
リ
ン
酸
緩
衝
液
）
を
入
れ
た
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
れ
，
ゴ
ム
栓
で
密
閉
し
た
。
さ
ら
に
2
1
℃
で
2
時
間
振
と
う
し
，
発
生
す
る
エ
チ
レ
ン
量
を
測
定
し
て
，
E
F
E
活
性
を
求
め
た
。
な
お
，
傷
害
に
よ
る
E
F
E
の
生
成
を
抑
え
る
た
め
に
，
溶
液
に
は
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ミ
ド
（
1
M
m
）
を
加
え
た
。
　
4
）
A
C
C
含
量
の
測
定
　
A
C
C
の
抽
出
及
び
定
量
法
は
，
　
L
i
z
a
d
a
と
Y
a
n
g
（
7
）
の
方
法
に
準
じ
て
行
っ
た
。
（
第
2
図
）
な
お
，
エ
チ
レ
ン
の
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
ム
を
第
3
図
に
示
し
た
。結
果
ま
ず
，
全
体
的
な
傾
向
に
つ
い
て
述
べ
る
と
，
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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第
3
図
　
エ
チ
レ
ン
の
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
ム
〕
　
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
，
各
品
種
と
も
成
熟
期
以
前
は
極
め
て
微
量
で
あ
っ
た
。
し
か
し
，
成
熟
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
，
早
生
で
貯
蔵
性
の
悪
い
品
種
ほ
ど
著
し
く
増
加
し
，
晩
生
で
貯
蔵
性
の
良
い
品
種
ほ
ど
増
加
の
程
度
が
少
な
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
（
第
4
図
）
　
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
ほ
ほ
伺
様
の
動
き
を
示
し
た
。
　
E
F
E
活
性
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
同
様
に
，
ほ
と
ん
ど
の
品
種
で
成
熟
期
以
前
は
低
か
っ
た
。
し
か
し
，
成
熟
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
E
F
E
活
性
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
多
い
品
種
ほ
ど
著
し
い
上
昇
を
示
し
た
の
に
対
し
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
少
な
い
品
種
ほ
ど
上
昇
の
程
度
が
小
さ
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
（
第
5
図
）
　
A
C
C
含
量
も
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
多
い
品
種
ほ
ど
多
く
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
少
な
い
品
種
ほ
ど
少
な
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
（
第
6
図
）
　
次
に
，
品
種
男
‖
に
こ
れ
ら
の
動
き
を
見
る
と
，
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
‘
水
秀
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
7
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
8
月
上
旬
に
急
速
に
増
加
し
，
8
月
中
旬
に
著
し
く
高
い
値
を
示
し
た
。
E
F
E
活
性
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
同
時
に
急
速
に
上
昇
し
，
著
し
く
高
い
値
を
示
し
た
。
A
C
C
含
量
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
に
比
べ
や
や
早
く
か
ら
増
加
し
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
減
少
し
た
。
‘
長
十
郎
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
8
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
9
月
上
旬
に
急
速
に
増
加
し
，
9
月
中
旬
に
著
し
一
2
3
一
i
i
く
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
減
少
し
た
。
E
F
E
活
性
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
同
時
に
急
速
に
上
昇
し
，
著
し
く
高
い
値
を
示
し
た
。
A
C
C
含
量
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
ほ
ぼ
同
時
に
急
速
に
増
加
し
，
著
し
く
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
低
下
し
た
。
し
か
し
，
A
C
C
含
量
は
他
の
品
種
に
比
べ
，
減
少
後
も
高
い
値
で
あ
っ
た
。
‘
赤
穂
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
9
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
，
8
月
中
旬
に
急
速
に
増
加
し
，
8
月
下
旬
に
著
し
く
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
，
や
や
減
少
し
た
。
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
同
時
に
急
速
に
増
加
し
，
著
し
く
高
い
値
を
示
し
た
。
E
F
E
活
性
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
同
時
に
急
速
に
上
昇
し
，
著
し
く
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
低
下
し
た
。
A
C
C
含
量
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
ほ
ぼ
同
時
に
増
加
し
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
に
比
べ
や
や
早
い
時
期
に
著
し
く
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
減
少
し
た
。
し
か
し
，
A
C
C
含
量
は
他
の
品
種
に
比
べ
，
滅
少
後
も
高
い
値
で
あ
っ
た
。
‘
幸
蔵
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
1
0
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
，
8
月
下
旬
か
ら
9
月
中
句
に
か
け
て
増
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値
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ち
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。
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，
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チ
レ
ン
生
成
量
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増
加
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同
時
に
増
加
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著
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く
高
い
値
を
示
し
た
。
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レ
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果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
　
　
　
　
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
、
E
F
E
活
性
及
び
　
　
　
　
A
C
C
含
量
の
動
き
第
1
6
図
　
ニ
ホ
ン
ナ
シ
惰
龍
’
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
　
　
　
　
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
、
E
F
E
活
性
及
び
　
　
　
　
A
C
C
含
量
の
動
き
一
2
8
一
ン
含
量
も
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
同
様
の
動
き
を
し
た
が
，
あ
ま
り
高
い
値
は
示
さ
な
か
っ
た
。
E
F
E
活
性
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
同
時
に
上
昇
し
，
や
や
高
い
値
を
示
し
た
。
A
C
C
含
量
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
に
比
べ
早
い
時
期
か
ら
増
加
し
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
ほ
ほ
伺
時
期
に
や
や
高
い
値
を
示
し
た
。
‘
青
龍
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
1
6
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
8
月
下
旬
か
ら
増
加
し
，
9
月
中
旬
に
や
や
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
減
少
し
た
。
E
F
E
活
性
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
ら
緩
や
か
に
上
昇
し
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
に
や
や
遅
れ
て
比
較
的
高
い
値
を
示
し
た
。
A
C
C
含
量
も
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
に
や
や
遅
れ
て
比
較
的
高
い
値
を
示
し
た
。
‘
越
後
錦
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
1
7
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
，
9
月
中
句
よ
り
増
加
し
た
が
，
あ
ま
り
高
い
値
は
示
さ
ず
，
9
月
下
旬
以
降
減
少
し
た
。
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
同
時
に
増
加
し
，
や
や
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
減
少
し
た
。
E
F
E
活
性
も
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
同
時
に
上
昇
し
，
や
や
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
低
下
し
た
。
A
C
C
含
量
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
が
高
い
値
を
示
し
た
時
期
に
わ
ず
か
に
増
加
し
た
が
，
全
体
的
に
大
き
な
変
化
は
な
く
，
低
い
値
で
推
移
し
た
。
‘
豊
水
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
1
8
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
9
月
上
旬
以
降
わ
ず
か
に
増
加
し
た
が
，
そ
の
値
は
増
加
後
も
低
か
っ
た
。
E
F
E
活
性
も
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
ほ
ほ
伺
時
に
上
昇
し
た
が
，
上
昇
後
も
や
や
低
い
値
で
あ
っ
た
。
A
C
C
含
量
は
，
8
月
下
旬
に
や
や
高
い
値
を
示
し
た
が
，
そ
れ
以
降
緩
や
か
に
減
少
し
た
。
‘
新
高
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
1
9
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
ほ
と
ん
ど
増
加
を
示
さ
ず
，
低
い
値
で
推
移
し
た
。
E
F
E
活
性
は
，
9
月
中
旬
か
ら
緩
や
か
に
上
昇
し
，
1
0
月
中
旬
に
や
や
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
，
ほ
ぼ
一
定
の
値
で
推
移
し
た
。
A
C
C
含
量
は
，
1
0
月
下
旬
に
わ
ず
か
に
増
加
し
た
が
，
全
大
的
に
大
き
な
変
化
は
な
く
，
低
い
値
で
推
移
し
た
。
愛
宕
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
2
0
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
大
き
な
変
化
を
示
さ
ず
，
終
始
極
め
て
低
い
値
で
推
移
し
た
。
E
F
E
活
性
は
，
わ
ず
か
に
上
昇
す
る
傾
向
を
示
し
た
が
，
上
昇
後
も
低
い
値
で
あ
っ
た
。
　
A
C
C
含
量
は
，
大
き
な
変
化
を
示
さ
ず
，
終
始
低
い
値
で
推
移
し
た
。
‘
天
の
川
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
2
1
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
大
き
な
変
化
を
示
さ
ず
，
終
始
極
め
て
低
い
値
で
推
移
し
た
。
E
F
E
活
性
は
，
わ
ず
か
に
上
昇
す
る
傾
向
を
示
し
た
が
，
上
昇
後
も
や
や
低
い
値
で
あ
っ
た
。
　
A
C
C
含
量
は
，
1
0
月
下
旬
に
わ
ず
か
に
増
加
し
た
が
，
全
体
的
に
大
き
な
変
化
は
な
く
，
終
始
低
い
値
で
推
移
し
た
。
‘
早
生
赤
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
2
2
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
大
き
な
変
化
を
示
さ
ず
，
終
始
極
め
て
低
い
値
で
推
移
し
た
。
E
F
E
活
性
も
，
明
瞭
な
傾
向
を
示
さ
ず
，
や
や
低
い
値
で
推
移
し
た
。
　
A
C
C
含
量
は
，
1
0
月
下
旬
に
や
や
増
加
し
，
1
1
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
や
や
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
，
再
び
減
少
し
た
。
‘
白
雪
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
2
3
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
大
き
な
変
化
を
示
さ
ず
，
終
始
極
め
て
低
い
値
で
推
移
し
た
。
E
F
E
活
性
は
，
わ
ず
か
に
上
昇
す
る
傾
向
を
示
し
た
が
，
上
昇
後
も
や
や
低
い
値
で
あ
っ
た
。
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果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
　
　
　
　
レ
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の
成
熟
に
伴
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レ
ン
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成
量
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エ
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レ
ン
含
量
、
E
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E
活
性
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び
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C
C
含
量
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動
き
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実
の
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熟
に
伴
う
エ
　
　
　
チ
レ
ン
生
成
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，
エ
チ
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ン
含
量
、
E
F
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活
性
及
　
　
　
び
A
C
C
含
量
の
動
き
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晩
三
吉
’
果
実
の
成
熟
に
伴
う
ヱ
　
　
　
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
、
E
F
E
活
性
及
　
　
　
び
A
C
C
含
量
の
動
き
量
は
，
大
き
な
変
化
を
示
さ
ず
，
終
始
低
い
値
で
推
移
し
た
。
‘
今
村
秋
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
2
4
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
大
き
な
変
化
を
示
さ
ず
，
終
始
極
め
て
低
い
値
で
推
移
し
た
。
E
F
E
活
性
は
，
わ
ず
か
に
上
昇
す
る
傾
向
を
示
し
た
が
，
上
昇
後
も
低
い
値
で
あ
っ
た
。
　
A
C
C
含
量
は
，
大
き
な
変
化
を
示
さ
ず
，
終
始
低
い
値
で
推
移
し
た
。
‘
晩
三
吉
’
：
果
実
の
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
動
き
を
第
2
5
図
に
示
し
た
。
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
大
き
な
変
化
を
示
さ
ず
，
終
始
極
め
て
低
い
値
で
推
移
し
た
。
E
F
E
活
性
は
，
わ
ず
か
に
上
昇
す
る
傾
向
を
示
し
た
が
，
上
昇
後
も
低
い
値
で
あ
っ
た
。
　
A
C
C
含
量
は
，
大
き
な
変
化
を
示
さ
ず
，
終
始
低
い
値
で
推
移
し
た
。
考
察
1
．
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
と
の
関
係
　
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
調
節
は
，
A
C
C
合
成
酵
素
，
エ
チ
レ
ン
生
成
酵
素
，
（
E
F
E
）
が
主
と
し
て
担
っ
て
お
り
，
こ
れ
ら
の
酵
素
の
誘
導
，
活
性
調
節
に
強
く
依
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
5
）
。
　
本
実
験
に
お
い
て
，
E
F
E
活
性
の
動
き
は
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
動
き
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。
す
な
な
わ
ち
，
‘
水
秀
’
‘
長
十
郎
’
な
ど
の
成
熟
期
に
エ
チ
レ
ン
生
成
量
が
著
し
く
増
加
す
る
品
種
で
は
，
そ
の
前
後
に
E
F
E
活
性
も
著
し
く
上
昇
し
た
。
‘
晩
三
吉
’
‘
今
村
秋
’
な
ど
の
成
熟
期
に
な
っ
て
も
極
め
て
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
少
な
い
品
種
で
は
，
E
F
E
活
性
も
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
ず
，
低
い
値
で
推
移
し
た
。
ま
た
，
そ
れ
ら
の
中
間
的
な
動
き
一
3
1
一
1
］
｜i
i
l
…
i
l
が
み
ら
れ
る
他
の
品
種
で
も
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
E
F
E
活
性
の
程
度
は
比
較
的
よ
く
一
致
し
て
い
た
。
　
こ
れ
に
対
し
，
寺
井
ら
（
1
2
）
は
，
ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ
果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
相
違
は
，
E
F
E
の
強
弱
よ
り
も
む
し
ろ
A
C
C
含
量
が
制
御
因
子
に
な
っ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
本
実
験
に
置
い
て
も
，
噺
高
’
で
は
成
熟
に
伴
い
E
F
E
活
性
は
上
昇
し
た
が
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な
か
っ
た
。
ま
た
，
噺
高
’
ほ
ど
顕
著
で
は
な
か
っ
た
が
，
同
様
の
傾
向
が
‘
越
後
錦
’
‘
白
雪
‘
天
の
川
’
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
品
種
に
つ
い
て
は
，
A
C
C
含
量
が
比
較
的
低
か
っ
た
こ
と
よ
り
，
A
C
C
合
成
過
程
に
制
御
因
子
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
以
上
の
結
果
に
よ
り
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
品
種
間
差
異
は
，
例
外
的
な
品
種
も
み
ら
れ
る
も
の
の
，
一
般
に
E
F
E
活
性
の
差
異
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
　
A
C
C
含
量
も
，
　
E
F
E
活
性
と
類
似
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
，
‘
長
十
郎
’
や
‘
赤
穂
な
ど
の
成
熟
期
に
エ
チ
レ
ン
生
成
量
が
著
し
く
増
加
す
る
品
種
で
は
，
そ
の
前
後
に
A
C
C
含
量
も
著
し
く
増
加
し
た
。
ま
た
‘
晩
三
吉
’
や
‘
今
村
秋
’
な
ど
の
成
熟
期
に
な
っ
て
も
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
極
め
て
少
な
い
品
種
で
は
，
A
C
C
含
量
も
大
き
な
変
化
が
な
く
低
い
値
で
推
移
し
た
。
し
か
し
，
A
C
C
含
量
の
増
加
程
度
と
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
程
度
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
，
そ
の
傾
向
は
E
F
E
活
性
ほ
ど
明
瞭
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
し
か
し
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
品
種
間
差
異
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
，
A
C
C
含
量
は
エ
チ
レ
ン
生
成
に
直
接
関
与
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
，
む
し
ろ
間
接
的
に
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
　
A
C
C
含
量
は
，
　
A
C
C
合
成
と
A
C
C
か
ら
エ
チ
レ
ン
へ
の
変
換
の
二
つ
の
要
因
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
板
村
ら
（
6
｝
は
，
カ
キ
平
核
無
果
実
に
お
い
て
，
エ
チ
レ
ン
生
成
の
ピ
ー
ク
時
に
は
A
C
C
の
蓄
積
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
，
こ
の
こ
と
は
，
A
C
C
か
ら
エ
チ
レ
ン
へ
の
変
換
が
，
急
速
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
本
実
験
に
お
い
て
も
，
‘
祀
園
’
で
は
，
成
熟
期
に
エ
チ
レ
ン
生
成
量
及
び
E
F
E
活
性
は
共
に
高
い
値
で
あ
っ
た
が
，
　
A
C
C
含
量
に
大
き
な
変
化
は
な
く
低
い
値
で
推
移
し
た
。
こ
れ
は
，
A
C
C
か
ら
エ
チ
レ
ン
へ
の
変
換
が
急
速
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
‘
舐
園
’
に
お
い
て
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
，
A
C
C
の
著
し
い
蓄
積
の
み
ら
れ
る
‘
長
十
郎
’
や
‘
赤
穂
な
ど
に
比
べ
て
，
A
C
C
合
成
能
力
が
低
い
と
い
う
こ
と
も
推
察
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
，
前
述
し
た
‘
新
高
’
と
も
併
せ
て
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
間
に
E
F
E
活
性
の
み
な
ら
ず
，
　
A
C
C
合
成
酵
素
の
活
性
に
も
差
異
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
兵
藤
5
）
は
，
こ
れ
ら
二
つ
の
酵
素
は
同
様
な
傾
向
で
活
性
が
上
昇
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
上
記
の
結
果
は
，
こ
の
こ
と
と
も
一
致
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
に
お
い
て
，
エ
チ
レ
ン
と
A
C
C
と
の
関
係
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
，
　
A
C
C
合
成
酵
素
の
活
性
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
，
田
辺
ら
（
1
1
）
は
，
‘
二
十
世
紀
’
‘
新
高
’
に
お
い
て
，
A
C
C
含
量
・
E
F
E
活
性
は
成
熟
期
に
あ
る
程
度
高
い
値
を
示
す
に
も
関
わ
ら
ず
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
が
少
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
原
因
と
し
て
，
こ
れ
ら
の
果
実
に
お
い
て
は
，
果
肉
細
胞
内
に
お
い
て
A
C
C
と
E
F
E
が
隔
離
さ
れ
た
状
態
が
長
く
続
く
た
め
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
実
験
に
お
い
て
は
，
‘
二
十
世
紀
’
ほ
ど
顕
著
で
は
な
か
っ
た
が
，
‘
早
生
赤
に
お
い
て
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
E
F
E
活
性
の
比
較
的
高
い
‘
新
高
’
な
ど
に
お
い
て
も
，
‘
二
十
世
紀
’
と
同
様
の
原
因
に
よ
り
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
が
少
な
い
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
，
こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。一3
2
一
2
．
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
早
晩
性
及
び
貯
蔵
性
と
の
関
係
　
（
1
）
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
早
晩
性
と
の
関
係
　
‘
晩
三
吉
’
‘
今
村
秋
’
な
ど
の
晩
生
品
種
に
お
い
て
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
極
め
て
微
量
で
あ
っ
た
。
早
生
・
中
生
品
種
に
お
い
て
は
，
成
熟
に
と
も
な
い
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
増
加
を
示
し
た
が
，
量
的
に
は
品
種
間
で
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
，
晩
生
品
種
は
エ
チ
レ
ン
生
成
量
が
極
め
て
少
な
い
た
め
に
成
熟
が
緩
慢
に
進
み
，
そ
の
結
果
成
熟
期
が
遅
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
，
早
生
・
中
生
品
種
に
お
い
て
は
，
成
熟
期
の
差
異
は
エ
チ
レ
ン
生
成
量
に
よ
り
調
節
さ
れ
て
い
る
が
，
そ
れ
は
生
成
量
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
，
生
成
時
期
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
　
（
2
）
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
貯
蔵
性
と
の
関
係
　
‘
晩
三
吉
’
や
‘
今
村
秋
’
な
ど
の
貯
蔵
性
が
著
し
く
良
い
品
種
で
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
成
熟
期
間
を
通
じ
て
極
め
て
微
量
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
‘
水
秀
’
や
‘
幸
水
’
な
ど
の
貯
蔵
性
が
悪
い
品
種
で
は
，
成
熟
に
と
も
な
い
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
著
し
く
増
加
し
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
果
実
の
貯
蔵
性
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
　
し
か
し
，
‘
豊
水
’
で
は
一
般
的
に
日
持
ち
は
1
0
日
間
程
度
と
あ
ま
り
良
く
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
，
‘
新
高
’
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
少
な
い
品
種
に
つ
い
て
，
そ
の
果
実
の
貯
蔵
性
を
，
採
取
直
後
の
エ
チ
レ
ン
生
成
量
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
貯
蔵
性
と
い
う
問
題
を
焦
点
に
す
る
な
ら
ば
，
採
取
後
の
果
実
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
3
．
果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
特
性
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
の
類
別
　
供
試
し
た
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
果
実
を
，
成
熟
期
の
エ
チ
レ
ン
生
成
量
に
っ
い
て
，
多
い
も
の
か
ら
順
に
5
．
4
．
3
．
2
．
1
の
5
つ
の
品
種
群
に
大
別
し
た
。
同
じ
く
E
F
E
活
性
に
つ
い
て
も
，
高
い
も
の
か
ら
順
に
5
．
4
．
3
．
2
．
1
の
5
つ
の
品
種
群
に
大
別
し
た
。
A
C
C
含
量
に
つ
い
て
は
，
多
い
も
の
か
ら
順
に
4
．
3
．
2
．
／
の
4
つ
の
品
種
群
に
大
別
し
た
。
　
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
，
該
当
品
種
を
以
下
に
示
す
。
な
お
，
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
，
1
9
8
8
年
（
昭
和
6
3
年
）
に
調
査
さ
れ
た
‘
新
水
’
‘
菊
水
’
‘
二
十
世
紀
’
‘
新
高
’
‘
新
雪
’
お
よ
び
，
1
9
9
0
年
（
平
成
2
年
）
に
調
査
さ
れ
た
‘
石
井
早
生
’
‘
君
塚
早
生
’
‘
太
白
’
‘
独
逸
’
‘
早
生
幸
蔵
’
‘
旭
龍
’
‘
犬
殺
’
横
越
’
‘
土
佐
錦
’
に
っ
い
て
も
併
せ
て
示
し
た
。
　
A
）
エ
チ
レ
ン
生
成
量
に
つ
い
て
　
5
（
著
し
く
多
い
も
の
）
　
　
‘
水
秀
’
‘
長
十
郎
’
‘
赤
穂
’
‘
幸
蔵
’
‘
石
井
早
生
’
‘
君
塚
早
生
’
‘
早
生
幸
蔵
’
　
4
（
多
い
も
の
）
　
　
雲
井
’
‘
舐
園
’
‘
八
雲
’
‘
幸
水
’
‘
新
水
’
‘
太
白
’
‘
旭
龍
’
　
3
（
中
程
度
の
も
の
）
　
　
‘
八
幸
’
‘
青
龍
’
越
後
錦
’
‘
菊
水
’
‘
犬
殺
　
2
（
少
な
い
も
の
）
　
　
‘
豊
水
’
‘
新
高
’
‘
二
十
世
紀
’
‘
新
興
’
　
1
（
極
め
て
少
な
い
も
の
）
一
3
3
一
§…
｝
　
　
愛
宕
’
‘
天
の
川
’
‘
早
生
赤
’
‘
自
雪
’
‘
今
村
秋
’
‘
晩
三
吉
’
‘
新
雪
’
‘
横
越
‘
土
佐
錦
’
　
B
）
E
F
E
活
性
に
つ
い
て
　
5
　
（
著
し
く
高
い
も
の
）
　
　
‘
水
秀
’
‘
長
十
郎
’
‘
幸
蔵
’
‘
赤
穂
’
‘
舐
園
’
　
4
（
高
い
も
の
）
　
　
‘
雲
井
’
‘
八
雲
’
‘
石
井
早
生
’
　
3
（
中
程
度
の
も
の
）
　
　
越
後
錦
’
‘
幸
水
’
‘
新
高
’
‘
青
龍
’
‘
八
幸
’
‘
新
水
’
‘
二
十
世
紀
’
‘
菊
水
’
噺
興
’
‘
君
塚
早
生
’
‘
太
白
’
‘
独
　
　
逸
　
2
　
（
や
や
低
い
も
の
）
　
　
‘
早
生
赤
‘
天
の
川
’
‘
白
雪
’
豊
水
’
　
1
　
（
低
い
も
の
）
　
　
‘
今
村
秋
’
‘
晩
三
吉
’
‘
愛
宕
’
‘
新
雪
’
‘
早
生
幸
蔵
’
‘
旭
龍
’
‘
犬
殺
横
越
’
‘
土
佐
錦
’
　
B
）
A
C
C
含
量
に
つ
い
て
　
4
（
著
し
く
高
い
も
の
）
　
　
‘
赤
穂
’
‘
長
十
郎
’
‘
太
白
’
‘
横
越
　
3
（
高
い
も
の
）
　
　
‘
幸
蔵
‥
水
秀
’
‘
幸
水
’
‘
八
雲
’
噺
水
’
‘
菊
水
パ
ニ
十
世
紀
’
噺
興
’
‘
石
井
早
生
’
‘
早
生
幸
蔵
’
‘
犬
殺
　
2
（
中
程
度
の
も
の
）
　
　
‘
雲
井
’
‘
豊
水
’
‘
八
幸
’
‘
早
生
赤
’
‘
青
龍
‘
新
雪
’
‘
独
逸
’
　
1
（
低
い
も
の
）
　
　
‘
天
の
川
’
‘
越
後
錦
’
‘
舐
園
’
‘
晩
三
吉
’
噺
高
’
愛
宕
’
‘
今
村
秋
’
‘
白
雪
’
‘
君
塚
早
生
’
‘
旭
龍
’
‘
土
佐
　
　
錦
’
　
以
上
の
結
果
を
も
と
に
，
果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
量
を
中
心
と
し
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
の
二
要
素
を
加
味
し
て
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
の
類
別
を
試
み
た
も
の
が
，
第
1
表
で
あ
る
。
　
ま
た
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
類
縁
関
係
の
解
明
の
た
め
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
，
上
記
の
結
果
を
品
種
系
統
図
に
加
味
し
た
も
の
を
第
2
6
図
に
示
し
た
。
摘
要
　
ニ
ホ
ン
ナ
シ
果
実
の
樹
上
成
熟
に
伴
う
エ
チ
レ
ン
生
成
の
晶
種
問
差
異
を
エ
チ
レ
ン
生
合
成
の
面
か
ら
知
る
た
め
に
，
A
C
C
か
ら
エ
チ
レ
ン
の
過
程
を
成
熟
期
を
中
心
に
調
査
す
る
と
共
に
，
そ
の
結
果
を
も
と
に
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
類
別
を
試
み
た
。
ニ
ホ
ン
ナ
シ
1
9
品
種
を
供
試
し
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
，
エ
チ
レ
ン
含
量
，
E
F
E
活
性
及
び
A
C
C
含
量
を
測
定
し
た
。
　
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
，
各
品
種
と
も
成
熟
期
以
前
は
微
量
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
，
成
熟
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
エ
チ
レ
ン
生
成
量
は
，
早
生
で
貯
蔵
性
の
悪
い
品
種
ほ
ど
増
加
し
，
晩
生
で
貯
蔵
性
の
良
い
品
種
ほ
ど
増
加
し
な
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
，
豊
水
’
は
，
例
外
的
な
動
き
を
示
し
た
。
　
エ
チ
レ
ン
含
量
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
ほ
ぼ
同
様
の
動
き
を
示
し
た
。
　
E
F
E
活
性
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
と
同
様
に
，
ほ
と
ん
ど
の
品
種
に
お
い
て
成
熟
期
以
前
は
低
い
値
で
あ
っ
た
。
一
3
4
一
第
1
表
　
果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
特
性
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
の
種
別
高
氏
エ
チ
レ
ン
ｶ
成
量
　
　
E
F
E
`
C
C
　
活
性
ﾜ
量
5
4
3
2
／
4
長
十
郎
・
赤
穂
多
3
水
秀
・
幸
蔵
石
井
早
生
早
生
幸
蔵
多
5
2
少
1
君
塚
早
生
4
太
白
多
3
八
雲
新
水
・
幸
水
4
2
雲
井
少
1
舐
園
旭
龍
4
多
3
菊
水
犬
殺
3
2
八
幸
清
龍
・
独
逸
少
1
越
後
錦
4
多
3
二
十
世
紙
噺
興
2
2
豊
水
少
1
新
高
4
横
越
多
3
少
1
2
早
生
赤
新
雪
少
1
天
の
川
・
白
雪
愛
宕
・
今
村
秋
ﾓ
三
吉
・
土
俊
錦
そ
の
後
，
成
熟
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
E
F
E
活
性
は
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
多
い
品
種
ほ
ど
上
昇
し
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
少
な
い
品
種
ほ
ど
上
昇
程
度
が
小
さ
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
，
噺
高
’
は
，
例
外
的
な
動
き
を
示
し
た
。
　
A
C
C
含
量
は
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
多
い
品
種
ほ
ど
多
く
，
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
少
な
い
品
種
ほ
ど
少
な
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
，
こ
の
傾
向
は
，
E
F
E
活
性
に
比
べ
，
明
瞭
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
以
上
の
結
果
を
ま
と
め
，
果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
特
性
に
よ
り
ニ
ホ
ン
ナ
シ
晶
種
を
類
別
し
た
。
（
第
1
表
）
さ
ら
に
以
上
の
結
果
に
よ
り
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
に
は
，
E
F
E
活
性
と
A
C
C
含
量
が
関
与
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
果
実
の
エ
チ
レ
ン
生
成
量
の
品
種
間
差
異
は
，
一
般
に
E
F
E
活
性
の
差
異
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
，
　
A
C
C
含
量
の
差
異
は
，
間
接
的
に
関
与
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
一
3
5
一
※
数
字
は
左
か
ら
エ
チ
レ
ン
生
成
量
（
5
段
階
）
、
　
E
F
E
活
性
（
5
段
階
）
、
A
C
C
含
量
（
4
段
階
）
　
を
i
表
す
越
後
錦
3
3
1第2
6
図
　
エ
チ
レ
ン
生
成
特
性
を
加
味
し
た
主
な
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
の
系
統
図
l
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日
本
ナ
シ
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
用
い
た
自
家
和
合
性
新
品
種
の
育
成
と
自
家
不
和
合
性
に
関
す
る
研
究
田
辺
賢
二
＊
・
林
真
二
＊
＊
・
伴
野
潔
＊
・
田
村
文
男
＊
　
　
　
　
　
　
　
大
旗
英
次
＊
＊
＊
田
中
　
太
＊
＊
＊
緒
言
　
鳥
取
県
下
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
日
本
ナ
シ
‘
二
十
世
紀
’
は
，
名
実
と
も
に
2
0
世
紀
時
代
の
ナ
シ
産
業
を
担
い
，
近
年
で
は
農
産
物
貿
易
自
由
化
の
外
圧
の
強
ま
る
中
で
，
わ
が
国
唯
一
の
輸
出
農
産
物
と
し
て
ア
メ
リ
カ
，
カ
ナ
ダ
，
イ
ギ
リ
ス
，
ド
イ
ツ
，
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
1
8
か
国
に
輸
出
さ
れ
る
国
際
的
な
果
実
と
な
っ
て
い
る
。
　
し
か
し
，
本
品
種
は
人
工
受
粉
作
業
や
黒
斑
病
防
除
，
袋
か
け
な
ど
の
諸
作
業
に
多
大
の
労
力
を
要
す
る
た
め
，
労
力
事
情
の
悪
化
し
た
近
年
栽
培
面
積
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
こ
と
に
鳥
取
県
で
は
ナ
シ
園
の
老
木
化
と
栽
培
者
の
老
令
化
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
，
1
9
8
5
年
か
ら
1
9
9
0
年
ま
で
の
間
に
栽
培
面
積
の
約
3
0
％
に
あ
た
る
1
0
0
0
h
a
も
の
二
十
世
紀
園
が
廃
園
と
な
っ
て
い
る
。
　
鳥
取
県
に
代
表
さ
れ
る
ナ
シ
産
地
を
維
持
発
展
さ
せ
，
ま
た
わ
が
国
の
ナ
シ
産
業
の
発
展
を
図
る
た
め
に
は
，
栽
培
が
容
易
で
し
か
も
品
質
が
優
れ
る
品
種
を
早
急
に
育
成
・
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
　
幸
い
に
昭
和
5
4
年
に
鳥
取
県
下
で
人
工
受
粉
を
必
要
と
し
な
い
自
家
和
合
性
を
示
す
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
品
種
は
‘
二
十
世
紀
’
の
芽
条
突
然
変
異
株
で
，
自
家
和
合
性
の
性
質
の
み
‘
二
十
世
紀
’
と
異
な
り
，
他
は
す
べ
て
‘
二
十
世
紀
’
と
同
じ
で
あ
る
。
　
筆
者
ら
は
こ
の
貴
重
な
遺
伝
子
「
自
家
和
合
性
」
を
有
す
る
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
用
い
，
人
工
受
粉
を
必
要
と
せ
ず
，
し
か
も
日
本
ナ
シ
の
致
命
的
病
害
で
あ
る
黒
斑
病
に
も
抵
抗
性
の
晶
種
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
，
昭
和
5
4
年
よ
り
研
究
に
着
手
し
た
。
　
人
工
受
粉
労
力
を
省
力
化
で
き
，
し
か
も
農
薬
散
布
回
数
が
少
な
く
て
よ
い
品
種
を
育
成
す
る
こ
と
は
，
産
地
振
興
に
つ
な
が
る
ば
か
り
で
な
く
，
消
費
者
が
強
く
求
め
る
安
全
な
果
実
，
ク
リ
ー
ン
な
く
だ
も
の
の
生
産
を
可
能
と
し
，
さ
ら
に
国
際
競
争
力
を
も
著
し
く
増
大
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
　
一
方
，
日
本
ナ
シ
や
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
，
タ
バ
コ
な
ど
で
認
め
ら
れ
て
い
る
自
家
不
和
合
性
の
現
象
は
，
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
，
今
日
な
お
そ
の
機
構
は
明
ら
か
で
な
い
。
　
自
家
和
合
性
品
種
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
と
，
自
家
不
和
合
性
品
種
‘
二
十
世
紀
’
を
比
較
し
，
ま
た
‘
お
さ
二
十
世
　
・
鳥
取
大
学
農
学
部
生
物
生
産
学
講
座
園
芸
分
野
・
・
鳥
取
大
学
学
長
・
杜
鳥
取
大
学
農
学
部
附
属
農
場
一
3
9
一
ξ紀
’
の
自
殖
や
交
雑
第
一
代
に
お
け
る
自
家
和
合
性
系
統
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
，
日
本
ナ
シ
の
自
家
不
和
合
性
の
機
構
解
明
に
つ
な
が
る
知
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
　
本
稿
は
昭
和
5
4
年
よ
り
開
始
し
た
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
用
い
た
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
の
新
品
種
育
成
と
，
自
家
不
和
合
性
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
i
］i
一
4
0
一
第
1
章
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
自
殖
お
よ
び
交
雑
第
一
代
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
自
家
和
合
性
の
発
現
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
家
和
合
性
の
性
質
が
，
そ
の
自
殖
あ
る
い
は
交
雑
に
よ
り
得
た
後
代
に
も
発
現
す
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
，
自
家
和
合
性
新
品
種
を
育
成
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
材
料
お
よ
び
方
法
　
1
9
7
9
年
か
ら
1
9
8
3
年
に
か
け
て
，
園
芸
学
研
究
室
実
験
圃
場
で
大
型
ポ
ッ
ト
に
栽
植
さ
れ
て
い
る
5
年
生
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
お
よ
び
東
伯
郡
泊
村
原
，
長
昭
信
氏
園
の
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
原
木
，
な
ら
び
に
本
学
大
塚
農
場
の
新
水
・
幸
水
・
豊
水
を
供
試
し
，
自
殖
お
よ
び
相
互
の
交
雑
を
行
っ
た
。
得
ら
れ
た
種
子
は
1
2
～
1
月
ま
で
湿
法
冷
蔵
し
た
後
播
種
し
た
。
各
実
生
は
2
年
間
素
焼
鉢
で
養
成
し
た
後
果
樹
園
に
植
栽
し
，
黒
星
病
と
葉
ダ
ニ
の
防
除
以
外
は
行
わ
ず
に
花
芽
形
成
・
開
花
を
待
っ
た
。
播
種
後
4
～
5
年
の
1
9
8
3
年
よ
り
1
9
9
0
年
ま
で
，
毎
年
開
花
期
前
に
花
叢
に
袋
を
か
け
，
虫
媒
に
よ
る
受
粉
・
受
精
を
防
ぎ
自
家
結
実
率
を
調
査
し
た
。
な
お
各
系
統
の
黒
斑
病
感
受
性
は
本
学
植
物
病
学
研
究
室
の
協
力
を
得
て
，
A
K
T
o
x
m
お
よ
び
ナ
シ
黒
斑
病
の
胞
子
の
接
種
に
よ
り
検
定
し
た
。
結
果
お
よ
び
考
察
　
1
9
8
3
年
か
ら
1
9
9
0
年
に
か
け
て
調
査
し
た
自
家
結
実
率
の
結
果
を
示
す
と
第
1
，
2
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
殖
第
一
代
の
系
統
に
つ
い
て
自
家
結
実
率
を
み
る
と
，
自
家
結
実
率
0
％
す
な
わ
ち
自
家
不
和
合
性
を
示
す
系
統
の
割
合
が
き
わ
め
て
低
く
，
全
体
の
約
7
0
％
の
系
統
が
自
家
結
実
率
3
0
％
以
上
を
示
す
自
家
和
合
性
系
統
で
あ
っ
た
。
　
一
方
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
本
と
し
て
噺
水
’
・
‘
幸
水
’
お
よ
び
‘
豊
水
’
を
交
雑
し
て
得
た
実
生
系
統
に
つ
い
て
み
る
と
，
い
ず
れ
も
4
0
～
5
0
％
の
系
統
が
自
家
不
和
合
性
を
示
し
，
残
り
の
系
統
が
自
家
和
合
性
を
示
し
た
。
し
か
し
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
殖
系
統
に
比
べ
て
自
家
結
実
率
の
低
い
系
統
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
　
次
に
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
父
本
と
し
，
‘
新
水
’
‘
幸
水
’
‘
豊
水
’
を
母
本
と
し
て
交
雑
し
て
得
た
F
1
に
つ
い
て
自
家
結
実
率
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
，
豊
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
約
5
0
％
，
‘
幸
水
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
約
7
0
％
，
‘
新
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
約
7
5
％
の
割
合
で
自
家
不
和
合
性
を
示
し
，
自
家
和
合
性
系
統
の
出
現
率
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
。
‘
豊
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
み
が
，
そ
の
反
対
の
交
雑
の
場
合
と
同
じ
割
合
で
自
家
和
合
性
系
統
が
得
ら
れ
た
。
　
ま
た
こ
の
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
父
本
と
し
た
場
合
に
は
自
家
和
合
性
を
示
す
系
統
の
中
で
，
高
い
自
家
結
実
率
を
示
す
系
統
が
少
な
く
，
大
半
が
6
0
％
以
下
の
も
の
で
あ
っ
た
。
　
し
た
が
っ
て
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
家
和
合
性
は
後
代
に
も
発
現
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
，
効
率
よ
く
自
家
和
合
性
系
統
を
得
る
に
は
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
本
と
し
て
交
雑
を
行
う
と
よ
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
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‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
殖
及
び
交
雑
第
一
代
に
お
け
る
自
家
結
実
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
さ
二
十
世
紀
を
花
粉
親
と
し
た
場
合
）
一
4
2
一
第
2
章
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
遺
伝
子
型
前
章
で
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
家
和
合
性
の
性
質
が
そ
の
後
代
に
も
発
現
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
は
ど
の
よ
う
な
遺
伝
子
型
を
も
つ
か
を
自
殖
お
よ
び
交
雑
第
一
代
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
遺
伝
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
推
定
し
た
。
1
．
自
家
和
合
性
調
節
遺
伝
子
を
想
定
し
た
場
合
の
遺
伝
分
析
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
自
殖
第
一
代
の
系
統
に
つ
い
て
，
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
感
受
性
を
合
せ
て
調
査
し
た
結
果
は
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
自
家
結
実
率
1
0
％
以
下
の
系
統
を
一
応
自
家
不
和
合
性
と
み
な
し
た
。
自
家
和
合
性
で
黒
斑
i
病
感
受
性
を
示
す
も
の
が
3
1
系
統
中
2
1
系
統
，
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
を
示
す
系
統
が
8
系
統
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
自
家
不
和
合
性
を
示
す
系
統
は
2
系
統
の
み
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
ら
の
分
離
比
か
ら
自
家
和
合
性
を
支
配
す
る
遺
伝
子
型
も
，
す
で
に
明
か
に
さ
れ
て
い
る
黒
斑
病
感
受
性
遺
伝
子
型
と
同
様
に
ヘ
テ
ロ
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。
仮
に
自
家
和
合
性
を
支
配
す
る
優
性
遺
伝
子
を
C
，
不
和
合
性
を
支
配
す
る
遺
伝
子
を
c
，
黒
斑
病
感
受
性
遺
伝
子
を
A
，
同
抵
抗
性
遺
伝
子
を
a
と
す
る
と
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
遺
伝
子
型
は
C
c
A
a
と
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
自
殖
し
た
場
合
の
第
一
代
の
分
離
比
は
，
第
1
表
の
よ
う
に
9
：
3
：
3
：
1
の
期
待
値
と
な
る
。
観
察
結
果
に
つ
い
て
κ
2
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
仮
定
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
。
第
1
表
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
殖
第
一
代
に
お
け
る
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
感
受
性
の
分
離
比
自
　
家
　
和
　
合
　
性
自
家
不
和
合
性
表
現
型
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
　
合
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A
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C
a
）
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）
　
　
　
　
　
　
　
（
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計
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察
数
期
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理
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9
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次
に
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
本
と
し
，
黒
斑
病
感
受
性
の
‘
新
水
’
を
父
本
と
し
て
得
ら
れ
た
F
1
に
つ
い
て
，
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
感
受
性
の
分
離
比
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
第
2
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
第
2
表
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
X
‘
新
水
’
の
F
I
に
お
け
る
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
感
受
性
の
分
離
比
自
　
家
　
和
　
合
　
性
自
家
不
和
合
性
表
現
型
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
　
合
　
　
　
　
　
　
（
C
A
）
　
　
　
　
　
　
（
C
a
）
　
　
　
　
　
　
（
c
A
）
　
　
　
　
　
　
（
c
a
）
計
観
察
数
期
待
値
理
論
値
3
5
4
3
．
8
7
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3
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1
4
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一
4
3
一
ミ　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
遺
伝
子
型
は
先
述
の
と
お
り
C
c
A
a
で
表
わ
す
こ
と
が
で
き
，
ま
た
‘
新
水
’
は
c
c
A
a
と
み
な
せ
る
こ
と
か
ら
，
F
1
で
は
自
家
和
合
性
：
自
家
不
和
合
性
の
分
離
比
は
1
：
1
，
黒
斑
病
感
受
性
：
同
抵
抗
性
は
3
：
1
に
分
離
す
る
。
こ
れ
ら
を
合
せ
た
分
離
比
は
3
：
1
：
3
：
1
と
な
る
。
こ
の
期
待
値
と
観
察
数
に
つ
い
て
κ
2
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
こ
の
仮
定
は
否
定
さ
れ
た
。
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
に
黒
斑
病
抵
抗
性
晶
種
の
‘
幸
水
’
を
交
雑
し
て
得
た
F
1
に
つ
い
て
，
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
感
受
性
の
分
離
比
を
調
査
し
た
結
果
は
第
3
表
の
よ
う
で
あ
る
。
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
C
c
A
a
，
‘
幸
水
’
を
c
c
a
a
と
仮
定
し
た
場
合
の
期
待
値
は
1
：
1
：
1
：
1
と
な
り
，
κ
2
検
定
の
結
果
仮
定
は
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
組
合
せ
に
よ
り
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
を
有
す
る
系
統
（
G
a
a
）
を
最
も
効
率
よ
く
作
出
で
き
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
に
黒
斑
病
抵
抗
性
の
豊
水
’
を
交
雑
し
た
場
合
の
F
1
の
表
現
型
を
調
査
し
た
結
果
は
，
第
4
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
合
せ
も
幸
水
の
場
合
と
同
様
に
期
待
値
は
1
：
1
：
1
：
1
と
な
る
。
観
察
結
果
に
っ
い
て
κ
2
検
定
を
行
っ
た
結
果
，
仮
定
は
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
第
3
表
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
X
‘
幸
水
’
の
F
1
に
お
け
る
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
感
受
性
の
分
離
比
自
　
家
　
和
　
合
　
性
自
家
不
和
合
性
表
現
型
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
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第
4
表
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
X
‘
幸
水
’
の
F
］
に
お
け
る
自
家
和
舎
性
と
黒
斑
病
感
受
性
の
分
離
比
自
　
家
　
和
　
合
　
性
自
家
不
和
合
性
表
現
型
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
　
合
　
　
　
　
　
　
（
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A
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（
C
a
）
　
　
　
　
　
　
（
c
A
）
　
　
　
　
　
　
（
c
a
）
計
観
察
数
期
待
値
理
論
値
1
4
1
2
．
5
1
712
．
5
1
1
2
1
2
．
5
1
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7
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1
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n
s
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次
に
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
父
本
と
し
，
黒
斑
病
感
受
性
の
早
生
品
種
‘
新
水
’
を
母
本
と
し
て
得
ら
れ
た
F
1
に
つ
い
て
，
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
感
受
性
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
第
5
表
の
結
果
を
得
た
。
自
家
和
合
性
を
示
す
系
統
数
が
き
わ
め
て
少
な
く
，
大
半
が
自
家
不
和
合
性
で
あ
っ
た
。
新
水
を
c
c
A
a
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
C
c
A
a
と
し
た
場
合
，
期
待
値
は
3
：
1
：
3
：
1
と
な
る
。
し
か
し
観
察
結
果
は
著
し
く
異
っ
て
お
り
，
κ
2
検
定
で
も
仮
定
は
否
定
さ
れ
た
。
　
黒
斑
病
抵
抗
性
品
種
‘
幸
水
’
を
母
本
と
し
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
父
本
と
し
て
得
た
F
1
に
つ
い
て
表
現
型
を
観
察
し
た
結
果
，
第
6
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
自
家
和
合
性
系
統
の
数
が
少
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
遺
伝
子
型
を
C
c
A
a
，
‘
幸
水
’
を
c
c
a
a
と
仮
定
す
る
と
，
　
F
1
は
第
6
表
に
示
す
よ
う
な
1
：
1
：
1
：
一
4
4
一
第
5
表
　
‘
新
水
’
X
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
F
1
に
お
け
る
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
感
受
性
の
分
離
比
自
　
家
　
和
　
合
　
性
自
家
不
和
合
性
表
現
型
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
　
　
　
　
（
C
A
）
　
　
　
　
　
　
（
C
a
）
　
　
　
　
　
　
　
（
c
A
）
　
　
　
　
　
　
　
（
c
a
）
合
計
観
察
数
期
待
値
理
論
値
819
．
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3
36
．
5
1
2
3
1
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3
1
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1
の
分
離
比
を
示
す
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
観
察
結
果
に
つ
い
て
κ
2
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
こ
の
仮
定
は
否
定
さ
れ
た
。
　
一
方
‘
豊
水
’
を
母
本
と
し
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
父
本
と
し
て
得
た
F
エ
に
つ
い
て
表
現
型
を
調
査
し
た
結
果
は
第
7
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
自
家
和
合
性
：
不
和
合
性
の
分
離
比
も
ほ
ぼ
1
：
1
を
示
し
，
ま
た
黒
斑
病
感
受
性
：
同
抵
抗
性
の
分
離
比
に
つ
い
て
も
1
：
1
に
近
い
値
と
な
っ
て
い
た
。
‘
豊
水
’
の
遺
伝
子
型
を
c
c
a
a
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
そ
れ
を
C
c
A
a
と
仮
定
す
る
と
，
分
離
比
の
期
待
値
は
1
：
1
：
1
と
な
る
。
観
察
結
果
に
つ
い
て
第
6
表
　
‘
幸
水
’
X
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
F
1
に
お
け
る
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
感
受
性
の
分
離
比
自
　
家
　
和
　
合
　
性
自
家
不
和
合
性
表
現
型
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
　
　
　
　
（
C
A
）
　
　
　
　
　
　
（
C
a
）
　
　
　
　
　
　
　
（
c
A
）
　
　
　
　
　
　
　
（
c
a
）
合
計
観
察
数
期
待
値
球
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値
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．
5
1
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．
5
1
810
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5
1
2
0
1
0
．
5
1
4
2
4
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．
0
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．
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第
7
表
　
豊
水
’
X
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
F
1
に
お
け
る
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
感
受
性
の
分
離
比
自
　
家
　
和
　
合
　
性
自
家
不
和
合
性
表
現
型
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
黒
斑
病
感
受
性
　
　
黒
斑
病
抵
抗
性
　
　
　
　
　
　
（
C
A
）
　
　
　
　
　
　
（
C
a
）
　
　
　
　
　
　
　
（
c
A
）
　
　
　
　
　
　
　
（
c
a
）
合
計
観
察
数
期
待
値
理
論
値
1
7
2
01
2
2
2
01
2
2
2
01
1
9
2
01
8
0
8
0
X
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＝
0
．
g
n
s
（
d
．
f
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3
）
κ
2
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
仮
定
は
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
本
と
し
て
自
殖
や
交
雑
を
行
っ
て
得
た
F
1
に
つ
い
て
は
，
新
水
を
父
本
と
し
た
と
き
に
や
や
問
題
が
あ
る
も
の
の
，
お
さ
二
十
世
紀
の
遺
伝
子
型
を
C
c
A
a
と
す
る
仮
定
が
否
定
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
父
本
と
し
た
場
合
に
は
，
豊
水
と
交
雑
し
た
と
き
に
仮
定
が
成
立
す
る
も
の
の
，
他
の
‘
新
水
’
や
‘
幸
水
’
を
母
本
に
使
用
し
た
場
合
に
は
仮
定
は
否
定
さ
れ
る
。
一
4
5
一
］i
「
餐i
i
1
ス
l／：
i
　
し
た
が
っ
て
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
家
和
合
性
を
制
御
す
る
遺
伝
子
型
を
C
c
と
す
る
仮
定
は
普
偏
性
を
も
た
な
い
こ
と
に
な
り
，
別
の
遺
伝
子
型
あ
る
い
は
和
合
性
制
御
の
機
構
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
2
．
自
家
不
和
合
性
関
連
S
遺
伝
子
の
突
然
変
異
（
S
t
y
l
a
r
　
p
a
r
t
　
m
u
t
a
t
i
o
n
）
を
想
定
し
た
場
合
　
　
の
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
遺
伝
子
型
　
a
．
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
殖
の
場
合
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
家
不
和
合
性
関
連
複
対
立
遺
伝
子
は
，
お
さ
二
十
世
紀
と
同
じ
S
2
S
4
と
み
な
さ
れ
，
こ
の
い
ず
れ
か
の
遺
伝
子
が
突
然
変
異
を
お
こ
し
て
自
家
不
和
合
花
粉
の
識
別
能
力
を
失
っ
た
結
果
，
自
家
和
合
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
仮
定
す
る
と
，
第
3
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
組
合
せ
か
ら
み
る
限
り
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
自
殖
第
一
代
の
系
統
は
す
べ
て
自
家
和
合
性
を
示
す
個
体
と
な
る
。
第
2
章
の
第
1
表
よ
り
3
1
系
統
中
2
9
系
統
が
自
家
和
合
性
を
示
す
こ
と
か
ら
，
　
♂
1
　
お
さ
二
＋
世
紀
♀
　
l
s
・
s
“
　
s
・
　
♂
　
　
　
お
さ
二
十
世
紀
♀
　
　
　
　
　
S
2
　
　
S
4
S
M
お
S
2
5
μ
I
S
2
酬
S
2
銀
　
～
さ
　
　
i
＋
　
i
世
S
－
S
，
・
・
S
、
　
一
　
　
第
1
代
は
す
べ
て
自
家
和
合
性
お
s
、
i
＿
s
，
s
、
・
・
三
　
・
二
　
1
世
S
4
s
“
－
　 S
4
5
領
S
4
s
ば
紀
　
i
　
　
第
1
代
は
す
べ
て
自
家
和
合
性
第
3
図
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
複
対
立
遺
伝
子
が
突
然
変
　
　
　
異
し
た
場
舎
の
遺
伝
様
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
S
2
S
4
の
い
ず
れ
か
が
突
然
変
異
を
お
こ
し
，
花
柱
の
自
家
花
粉
ま
た
は
同
型
花
粉
の
識
別
能
力
が
失
わ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
　
b
．
‘
新
水
’
と
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
相
互
交
雑
の
場
合
　
S
4
S
5
の
遺
伝
子
を
も
っ
‘
新
水
’
を
父
本
と
し
た
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
と
の
交
雑
で
は
，
第
4
図
の
よ
う
な
遺
伝
様
式
と
な
る
。
お
さ
二
十
世
紀
が
母
本
の
場
合
に
は
，
S
，
，
　
S
4
の
い
ず
れ
が
突
然
変
異
を
お
こ
し
て
い
て
も
，
　
F
、
は
す
べ
て
自
家
和
合
性
と
な
る
。
ま
た
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
父
本
と
し
て
新
水
と
交
雑
を
行
っ
た
場
合
に
は
，
第
5
図
に
示
す
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
S
2
遺
伝
子
が
突
然
変
異
し
た
場
合
に
は
，
　
F
I
は
す
べ
て
自
家
和
合
性
を
示
す
個
体
と
な
る
の
に
対
し
，
S
、
遺
伝
子
が
突
然
変
異
し
た
場
合
に
は
，
　
F
1
は
す
べ
て
自
家
不
和
合
性
の
個
体
と
な
る
。
　
新
水
と
同
型
の
S
遺
伝
子
を
も
つ
幸
水
と
お
さ
二
十
世
紀
の
相
互
交
雑
の
場
合
も
，
結
果
は
同
じ
は
ず
で
あ
る
。
　
♂
　
　
　
　
新
　
水
♀
　
　
　
S
4
　
　
　
S
5
・
・
，
・
・ v
　
・
、
…
，
三；
　
r
世
S
4
　
1
－
　
　
　 S4
S
5
紀
　
　
　
1
　
♂
、
　
　
新
　
水
♀
　
　
　
　
S
4
　
　
　
S
5
　
♂
　
　
お
さ
二
十
世
紀
♀
　
　
　
　
S
2
舗
　
　
　
　
S
4
　
♂
　
　
お
さ
二
十
世
紀
♀
　
　
　
　
S
2
　
　
　
S
4
5
M
お
S
2
　
i
S
2
S
4
　
　
　
　
S
2
S
5
き；
　
；
世
S
4
s
泌
｛
S
4
δ
M
S
4
　
　
S
4
頴
S
5
紀
　
　
　
1
新
S
4
　
F
S
2
s
“
S
4
　
　
一
水
S
5
　
：
S
2
鍋
S
5
　
　
一
　
　
す
べ
て
自
家
和
合
性
と
な
る
新
S
4
、
S
2
S
4
水
S
5
　
i
S
2
S
5
　
　
　
一
　
す
べ
て
自
家
不
和
合
性
と
な
る
　
　
　
　
　
S
2
詣
で
も
S
4
詣
で
も
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
本
と
し
た
場
合
は
　
　
　
　
　
和
合
：
不
和
合
＝
1
：
1
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
5
図
　
t
お
さ
二
十
世
紀
’
二
十
世
紀
の
複
対
立
遺
伝
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
突
然
変
異
し
た
場
合
の
噺
水
7
と
の
F
1
の
遺
　
第
4
図
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
複
対
立
遺
伝
子
が
突
然
変
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
様
式
　
　
　
　
異
し
た
場
合
の
噺
水
’
と
の
F
1
の
遺
伝
様
式
　
一
方
，
S
遺
伝
子
の
型
が
不
明
な
豊
水
’
と
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
相
互
交
雑
し
た
場
合
に
は
，
第
4
お
よ
び
7
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
，
自
家
和
合
性
：
自
家
不
和
合
性
＝
1
：
1
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
豊
水
は
S
2
，
S
似
外
の
S
遺
伝
子
を
も
つ
品
種
と
み
な
さ
れ
，
お
さ
二
十
世
紀
の
S
2
，
　
S
、
の
い
ず
れ
の
遺
伝
子
が
突
然
変
異
し
て
い
て
も
，
F
I
か
ら
必
ず
5
0
％
の
自
家
和
合
性
系
統
が
作
出
さ
れ
る
。
一
4
6
一
　
以
上
の
よ
う
に
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
家
和
合
性
を
S
遺
伝
子
の
突
然
変
異
に
も
と
ず
く
と
仮
定
し
た
場
合
で
も
，
‘
新
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
，
‘
幸
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
認
め
ら
れ
る
F
1
の
分
離
比
の
説
明
は
不
可
能
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
お
さ
二
十
世
紀
の
自
家
不
和
合
性
を
支
配
す
る
要
因
は
，
S
遺
伝
子
作
用
抑
制
因
子
，
お
よ
び
S
遺
伝
子
突
然
変
異
以
外
の
何
ら
か
の
要
因
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
生
化
学
的
な
面
よ
り
詳
細
な
調
査
研
究
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
4
7
一
第
3
章
優
良
系
統
の
選
抜
　
新
品
種
育
成
に
あ
た
っ
て
の
目
標
は
，
ま
ず
人
工
受
粉
作
業
を
必
要
と
し
な
い
自
家
和
合
性
で
あ
る
こ
と
，
お
よ
び
ナ
シ
果
実
・
樹
体
の
致
命
的
病
害
で
あ
る
黒
斑
病
に
抵
抗
性
で
あ
る
こ
と
，
の
両
要
因
が
共
に
満
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
加
え
て
現
在
の
主
要
品
種
で
あ
る
二
十
世
紀
や
幸
水
，
豊
水
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
品
質
や
生
産
力
を
有
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
　
本
章
で
は
1
9
7
9
年
か
ら
1
9
8
3
年
に
か
け
て
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
殖
，
交
雑
を
行
っ
て
得
た
第
一
代
の
系
統
に
つ
い
て
，
上
記
の
基
準
に
従
っ
て
優
良
系
統
を
選
抜
し
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
1
．
お
さ
二
十
世
紀
自
殖
第
一
代
の
果
実
晶
質
と
早
晩
性
き
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
殖
第
一
代
の
系
統
に
つ
い
て
，
1
9
8
3
年
か
ら
1
9
9
0
年
に
か
け
て
，
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
を
有
す
る
系
統
の
果
実
品
質
と
収
穫
時
期
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
第
8
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
　
養
成
し
た
自
殖
第
一
代
の
系
統
1
0
8
系
統
の
う
ち
，
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
を
示
す
系
統
は
1
4
系
統
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
系
統
の
果
皮
色
は
す
べ
て
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
と
同
じ
緑
色
（
青
ナ
シ
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
品
質
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
糖
度
に
つ
い
て
み
る
と
，
低
い
値
の
も
の
が
多
く
，
さ
ら
に
肉
質
の
硬
く
粗
い
も
の
が
か
な
り
多
く
み
ら
れ
た
。
成
熟
期
に
つ
い
て
み
る
と
，
大
半
が
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
と
同
じ
8
月
下
旬
～
9
月
上
旬
に
収
穫
適
期
と
な
る
中
生
種
で
あ
っ
た
。
1
4
系
統
の
う
ち
，
糖
度
が
高
く
肉
質
の
す
ぐ
れ
る
系
統
は
，
わ
ず
か
に
4
系
統
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。第
8
表
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
自
殖
第
一
代
の
選
抜
系
統
の
品
質
と
早
晩
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
の
系
　
　
　
低
統
数
　
　
　
　
　
（
1
0
％
以
下
）
度
肉
　
　
質
成
熟
期
　
　
果
色
　
中
　
　
　
　
高
　
　
不
良
　
中
　
良
（
1
0
～
1
1
％
）
（
1
1
％
以
上
）
早
生
中
生
晩
生
　
青
　
　
赤
1
4
6
3
5
5
4
5
3
1
1
0
1
4
0
調
i
査
数
1
0
8
系
統
（
昭
5
4
～
5
8
年
播
種
）
2
．
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
と
‘
新
水
’
の
相
互
交
雑
F
1
に
お
け
る
果
実
品
質
と
早
晩
性
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
本
と
し
た
場
合
の
F
、
に
つ
い
て
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
を
示
す
系
統
は
，
第
9
表
に
示
す
よ
う
に
1
1
7
系
統
中
1
5
系
統
で
あ
っ
た
。
こ
の
1
5
系
統
に
つ
い
て
外
観
・
品
質
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
，
果
皮
色
は
緑
色
（
青
ナ
シ
）
5
，
サ
ビ
褐
色
（
赤
ナ
シ
）
1
0
系
統
で
あ
っ
た
。
糖
度
は
1
1
度
以
上
の
高
い
値
を
示
す
も
の
が
多
く
，
肉
質
も
良
好
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
成
熟
期
は
父
本
の
新
水
の
性
質
を
受
継
い
だ
も
の
が
多
く
あ
り
，
8
月
上
旬
に
収
穫
i
適
期
を
迎
え
る
早
生
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
　
一
方
噺
水
’
を
母
本
と
し
て
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
交
雑
し
て
得
た
F
1
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
，
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
を
示
す
系
統
は
5
2
系
統
中
わ
ず
か
に
3
系
統
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
3
系
統
中
に
は
糖
度
と
肉
質
と
も
に
優
れ
る
系
統
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
4
8
一
第
9
表
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
（
♀
）
X
‘
新
水
’
（
♂
）
F
I
の
選
抜
系
統
の
品
質
と
早
晩
性
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
の
系
　
　
　
低
統
数
　
　
　
　
　
　
（
1
0
％
以
下
） 糖
度
肉
　
　
質
成
熟
期
　
　
果
色
　
　
中
　
　
　
　
高
　
　
不
良
　
中
　
良
　
早
生
中
生
晩
生
　
青
　
赤
（
1
0
～
1
1
％
）
（
1
1
％
以
上
）
1
5
3
4
8
4
4
7
8
7
0
5
1
0
調
査
数
1
1
7
系
統
‘
新
水
’
x
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
F
1
に
は
優
良
系
統
な
し
3
．
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
と
‘
幸
水
’
の
相
互
交
雑
F
1
の
果
実
品
質
と
早
晩
性
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
本
と
し
て
‘
幸
水
’
を
交
雑
し
た
場
合
の
F
1
に
っ
い
て
調
査
し
た
結
果
は
第
1
0
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
　
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
を
示
す
系
統
は
5
3
系
統
中
1
7
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
糖
度
を
調
べ
た
と
こ
ろ
，
ほ
と
ん
ど
が
1
1
度
以
上
の
高
い
値
を
示
し
，
父
本
の
影
響
を
強
く
受
け
つ
い
で
い
た
。
肉
質
は
き
わ
め
て
粗
く
不
良
の
も
の
と
，
父
本
に
近
い
優
良
な
肉
質
を
も
つ
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
同
数
で
あ
っ
た
。
果
皮
色
は
父
本
と
同
じ
サ
ビ
褐
色
（
赤
ナ
シ
）
の
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。
選
抜
の
要
素
を
満
し
た
優
良
系
統
は
，
新
水
の
F
、
に
比
べ
て
多
く
出
現
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
　
次
に
‘
幸
水
’
を
母
本
と
し
て
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
父
本
と
し
た
F
1
で
は
，
第
1
1
表
に
示
す
よ
う
に
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
抵
抗
性
を
共
に
有
す
る
系
統
は
，
6
3
系
統
中
わ
ず
か
に
5
系
統
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
本
と
し
て
‘
幸
水
’
と
交
雑
し
た
場
合
に
は
，
民
の
果
皮
色
が
ほ
と
ん
ど
サ
ビ
褐
色
（
赤
ナ
シ
）
と
な
る
の
に
対
し
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
を
父
本
と
し
た
場
合
に
は
，
緑
色
（
青
ナ
シ
）
の
果
皮
色
を
も
つ
系
統
の
出
現
率
が
き
わ
め
て
高
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
組
合
せ
で
は
糖
度
，
肉
質
と
も
に
優
れ
た
も
の
が
多
く
出
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま
た
早
生
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
第
1
0
表
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
（
♀
）
X
‘
幸
水
’
（
♂
）
F
1
の
選
抜
系
統
の
品
質
と
早
晩
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
の
系
　
　
低
統
数
　
　
　
　
　
（
1
0
％
以
下
）
度
肉
　
　
質
成
熟
期
　
　
果
色
　
　
中
　
　
　
　
高
　
　
不
良
　
中
　
良
（
1
0
～
1
1
％
）
（
1
1
％
以
上
）
早
生
中
生
晩
生
　
青
　
赤
1
7
2
6
9
6
　
　
　
4
　
　
　
7
　
　
　
6
　
　
　
1
0
　
　
　
0
　
　
　
4
　
　
　
1
3
第
1
1
表
　
‘
幸
水
’
（
♀
）
X
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
（
♂
）
F
、
の
選
抜
系
統
の
品
質
と
早
晩
性
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
の
系
　
　
低
統
数
　
　
　
　
　
　
（
1
0
％
以
下
） 糖
度
肉
　
　
質
成
熟
期
　
　
果
色
　
　
中
　
　
　
　
高
　
　
不
良
　
中
　
良
　
早
生
中
生
晩
生
　
青
　
赤
（
1
0
～
1
1
％
）
（
1
1
％
以
上
）
5
0
2
3
調
査
数
6
3
系
数
一
4
9
一
4
．
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
と
‘
豊
水
’
の
F
、
に
お
け
る
品
質
と
早
晩
性
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
本
と
し
て
‘
豊
水
を
交
雑
し
た
F
1
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
は
第
1
2
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
の
系
統
は
，
7
7
系
統
中
6
系
統
で
あ
り
，
こ
れ
ら
は
す
べ
て
父
本
と
同
じ
赤
ナ
シ
の
果
皮
色
で
あ
っ
た
。
ま
た
糖
度
，
肉
質
と
も
に
不
良
の
も
の
は
な
く
，
す
べ
て
中
～
上
位
の
も
の
で
あ
っ
た
。
早
晩
性
は
8
月
中
～
9
月
上
旬
に
収
穫
期
を
迎
え
る
中
生
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
　
次
に
豊
水
’
を
母
本
と
し
て
得
た
F
1
で
は
，
8
0
系
統
中
1
3
系
統
が
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
を
示
し
た
（
第
1
3
表
）
。
果
皮
色
は
青
ナ
シ
と
赤
ナ
シ
が
そ
れ
ぞ
れ
5
0
％
ず
つ
で
あ
っ
た
。
糖
度
は
高
い
値
を
示
す
も
の
が
多
く
，
大
半
が
且
％
以
上
を
示
し
た
。
ま
た
肉
質
は
優
良
な
も
の
の
出
現
す
る
割
合
よ
り
も
や
や
硬
く
不
良
な
も
の
の
出
現
率
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
　
成
熟
期
は
ほ
と
ん
ど
が
中
生
で
8
月
下
句
～
9
月
上
旬
に
収
穫
期
を
迎
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
1
2
表
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
（
♀
）
X
‘
豊
水
’
（
♂
）
F
1
の
選
抜
系
統
の
品
質
と
早
晩
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
の
系
　
　
　
低
統
数
　
　
　
　
　
　
（
1
0
％
以
下
）
度
肉
　
　
質
成
熟
期
　
　
果
色
　
中
　
　
　
　
高
　
　
不
良
（
1
0
～
1
1
％
）
（
1
1
％
以
上
）
中
　
良
　
早
生
中
生
晩
生
　
青
　
赤
6
0
3
3
調
査
数
7
7
系
統
き
第
1
3
表
　
‘
豊
水
’
（
♀
）
X
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
（
♂
）
F
I
の
選
抜
系
統
の
品
質
と
早
晩
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
の
系
　
　
低
統
数
　
　
　
　
　
　
（
1
0
％
以
下
）
度
肉
　
　
質
成
熟
期
　
　
果
色
　
　
中
　
　
　
　
高
　
　
不
良
　
中
　
良
（
1
0
～
1
1
％
）
（
1
1
％
以
上
）
早
生
中
生
晩
生
　
青
　
赤
1
3
1
5
7
2
6
5
2
1
1
0
6
7
5
．
優
良
系
統
の
特
性
パ
　
仮
称
「
こ
二
十
一
世
紀
」
を
育
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
第
一
の
条
件
は
，
自
家
和
合
性
を
有
し
，
か
つ
黒
斑
病
抵
抗
性
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
し
た
上
で
果
実
の
品
質
が
‘
二
十
世
紀
’
と
同
等
か
，
よ
り
優
れ
る
こ
と
が
第
二
の
条
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
条
件
を
満
す
優
i
良
系
統
の
出
現
率
を
各
交
雑
組
合
せ
毎
に
示
す
と
，
第
1
4
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
豊
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
組
合
せ
で
最
も
高
い
出
現
率
が
得
ら
れ
，
次
い
で
幸
水
と
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
相
互
交
雑
で
高
い
値
が
得
ら
れ
た
。
　
各
組
合
せ
の
F
1
よ
り
選
抜
し
た
特
に
有
望
な
系
統
と
そ
の
特
性
を
示
す
と
第
1
5
表
の
よ
う
で
あ
る
。
一
5
0
一
第
1
4
表
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
の
自
殖
及
び
交
雑
第
一
代
に
お
け
る
優
良
個
体
数
交
雑
系
統
S
N
S
C
・
A
R
　
　
S
C
・
A
R
／
S
N
（
％
）N
E
N
E
／
S
N
（
％
）
お
さ
二
十
世
紀
s
e
l
f
お
さ
二
十
世
紀
×
新
水
お
さ
二
十
世
紀
×
幸
水
お
さ
二
十
世
糸
己
×
豊
水
新
水
×
お
さ
二
十
世
紀
幸
水
×
お
さ
二
十
世
紀
豊
水
×
お
さ
二
十
世
紀
3
1
1
1
7
5
3
5
0
5
2
5
2
8
0
815
1
7735
2
2
2
5
、
8
1
2
．
8
3
2
．
1
1
4
．
0
5
．
8
1
1
．
9
2
7
．
5
2653049
6
．
5
5
．
1
9
．
4
6
．
0
0
．
0
9
．
5
1
L
3
合
計
4
2
5
7
7
1
8
．
1
2
9
6
．
8
　
　
　
　
S
N
：
調
査
個
体
数
　
　
S
C
・
A
R
：
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
抵
抗
を
合
わ
せ
も
つ
個
体
数
S
C
・
A
R
／
S
N
：
自
家
和
合
性
と
黒
斑
病
抵
抗
性
を
合
わ
せ
も
つ
個
体
の
出
現
頻
度
（
％
）
　
　
　
　
N
E
：
優
良
個
体
数
　
　
N
E
／
S
N
：
優
良
個
体
の
出
現
頻
度
（
％
）
第
1
5
表
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
自
殖
お
よ
び
交
雑
第
一
代
よ
り
選
抜
し
た
有
望
系
統
系
統
番
号
果
色
糖
度
（
％
）
i
B
r
i
x
） 酸
度
（
％
）
ﾖ
ン
ゴ
酸
）
果
肉
硬
度
i
k
g
／
c
㎡
）
熟
期
外
観
・
食
味
5
4
0
s
e
l
f
－
8
5青
1
2
．
0
0
．
1
3
0
．
8
9
月
上
旬
肌
良
，
肉
質
・
食
味
良
5
4
0
s
e
l
f
－
1
3
5青
1
2
．
9
0
．
0
7
1
．
1
9
月
上
旬
肌
良
，
肉
質
・
食
味
良
5
4
0
s
e
l
f
－
1
6
8 青
1
2
．
3
0
．
1
4
0
．
8
9
月
上
旬
肌
き
わ
め
て
良
，
肉
質
・
食
味
良
5
6
0
s
e
l
f
－
4
7青
1
5
．
9
0
．
1
3
L
O
8
月
下
旬
肉
質
や
や
良
，
味
濃
厚
5
5
0
×
S
－
2
9
赤
1
L
5
0
．
G
9
0
．
9
9
月
上
旬
肉
質
良
，
食
味
や
や
淡
白
5
5
0
×
S
－
4
2
青
1
2
．
7
0
．
1
7
2
．
0
8
月
下
旬
肉
質
や
や
良
，
食
味
や
や
良
5
5
0
×
S
－
4
3
赤
1
3
．
5
0
．
1
6
1
．
1
8
月
下
旬
果
形
良
，
肉
質
良
，
酸
少
5
6
0
×
S
－
3
5
赤
1
5
．
1
0
．
2
2
1
．
0
8
月
下
旬
形
状
良
好
，
肉
質
良
，
食
味
濃
厚
5
6
0
×
S
－
3
6
赤
1
2
．
9
0
．
1
6
0
．
8
8
月
下
旬
肉
質
良
，
食
味
良
5
6
0
×
K
－
1
2
赤
1
4
．
3
0
．
1
2
1
．
0
9
月
中
旬
内
質
良
，
食
味
良
，
酸
多
5
8
0
×
K
2
1
赤
1
2
．
1
0
．
1
6
0
．
6
8
月
中
旬
肉
質
良
好
，
食
味
き
わ
め
て
良
好
5
8
0
×
K
1
9
赤
1
4
．
0
0
．
1
8
1
．
8
5
8
月
中
～
下
句
肉
質
良
，
食
味
良
5
5
K
×
O
－
6
青
1
L
7
0
．
1
4
1
．
2
8
月
下
旬
肉
質
良
，
食
味
良
5
5
K
×
O
－
2
4
青
1
2
．
1
0
．
1
3
1
．
2
8
月
下
旬
肌
き
わ
め
て
良
，
肉
質
良
，
食
味
良
5
6
H
×
O
－
6
1
青
1
2
．
8
0
．
8
1
．
7
8
月
下
旬
肉
質
良
，
食
味
や
や
良
5
6
H
×
0
－
6
5
青
1
2
．
8
0
．
7
1
．
8
8
月
下
旬
肉
質
緻
密
，
食
味
良
，
黒
星
病
抵
抗
性
5
6
H
×
O
－
1
1
1
2 青
1
1
．
9
1
．
4
L
6
8
月
下
旬
肉
質
や
や
良
，
食
味
や
や
淡
白
5
6
1
｛
×
0
－
1
0
9
青
1
2
．
2
0
．
7
1
．
7
8
月
上
旬
肌
良
好
，
肉
質
や
や
良
5
6
0
×
H
－
1
6
赤
1
3
．
3
0
．
1
6
1
．
2
4
8
月
中
旬
肉
質
良
，
食
味
良
5
6
0
×
H
－
3
5
赤
1
2
．
8
0
．
1
9
1
．
3
0
8
月
申
旬
肉
質
良
，
食
味
良
一
5
1
～
｛摘
要
　
鳥
取
県
下
で
発
見
さ
れ
，
昭
和
5
4
年
（
1
9
7
9
年
）
に
命
名
・
品
種
登
録
さ
れ
た
自
家
和
合
性
を
有
す
る
日
本
ナ
シ
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
本
あ
る
い
は
父
本
に
利
用
し
，
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
を
有
す
る
新
晶
種
，
仮
称
「
二
十
一
世
紀
」
を
育
成
す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
た
。
　
1
．
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
自
殖
お
よ
び
交
雑
第
一
代
よ
り
自
家
和
合
性
で
黒
斑
病
抵
抗
性
を
有
し
，
さ
ら
に
果
実
品
質
の
優
れ
た
系
統
を
選
抜
し
た
と
こ
ろ
，
2
0
系
統
の
優
良
系
統
が
得
ら
れ
た
。
　
2
．
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
家
和
合
性
の
性
質
を
花
柱
に
お
け
る
自
家
不
和
合
反
応
を
阻
害
す
る
遺
伝
子
が
作
用
す
る
こ
と
に
よ
る
と
仮
定
し
た
場
合
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
自
殖
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
×
‘
幸
水
’
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
×
‘
豊
水
’
，
豊
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
組
合
せ
で
得
ら
れ
た
第
一
代
の
遺
伝
分
析
で
は
，
自
家
和
合
性
関
連
遺
伝
子
は
優
性
に
遺
伝
し
，
そ
の
遺
伝
子
組
成
は
ヘ
テ
ロ
で
C
c
と
な
る
。
黒
斑
病
感
受
性
も
あ
わ
せ
る
と
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
遺
伝
子
型
は
C
c
A
a
と
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
2
．
し
か
し
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
父
本
と
し
て
‘
新
水
’
，
‘
幸
水
’
と
交
雑
し
た
場
合
に
は
，
C
c
で
説
明
で
き
な
い
分
離
比
と
な
っ
た
。
　
3
．
　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
家
和
合
性
を
複
対
立
遺
伝
子
S
2
S
4
の
い
ず
れ
か
が
突
然
変
異
（
S
t
y
l
a
r
　
p
a
r
t
m
u
t
a
t
i
o
n
）
を
お
こ
し
た
こ
と
に
よ
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
も
，
‘
幸
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
，
‘
新
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
組
合
せ
で
は
，
説
明
の
で
き
な
い
自
家
和
合
性
と
不
和
合
性
の
分
離
比
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
家
和
合
性
に
関
し
て
は
，
さ
ら
に
詳
細
な
追
求
が
必
i
要
で
あ
る
。
一
5
2
一
（
1
）
（
2
）
（
3
）
（
4
）
（
5
）
（
6
）
～
5
3
一
li
｝i・i；
ξ
、ii
輩
1＼l
i
i
l！li
i
li
，！、…》i、
i
i
l
；1；
｛
、
㍉｝
’
i
l
l
l
｝
l
l
i
i
…
（
7
）
（
9
）
（
1
1
）
（
8
）
（
1
0
）
〈
1
2
）
一
5
4
一
